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I N F O R M A T I O N
　　

今
年
の
病
院
祭
テ
ー
マ
は
、

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い　

夢
い
っ
ぱ
い　

こ
こ
か
ら
広
が
れ　

こ
こ
ろ
の

絆
」で
す
。楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
多

数
企
画
し

て
お
り
ま

す
。
ご
近

所
、
ご
友

人
お
誘
い

合
わ
せ
の

上
、
お
越

し
下
さ
い
。

日
時
●
5
月
30
日
土

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

会
場
●
諏
訪
赤
十
字
病
院

問
い
合
わ
せ
先
●

　

諏
訪
赤
十
字
病
院　

総
務
課

　

☎
５
７
‐
６
０
３
３

 

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
、山
の
安
全
祈
願
式
典
を
行
い

ま
す
。

日
時
●
６
月
７
日
日  

午
前
11
時

場
所
●
八
ヶ
岳
阿
弥
陀
岳
山
頂

集
合
場
所
●
舟
山
十
字
路

集
合
時
間
●
午
前
６
時

定
員
●
１
０
０
人（
先
着
順
）

申
込
締
め
切
り
日
●
５
月
29
日
金

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
観
光
協
会

　

☎
７
９
‐
７
０
７
２（
直
通
）

　　　

生
涯
学
習
推
進
委
員
会「
御

柱
・
原
村
検
定
」専
門
部
会
で
は
、

検
定
本
作
成
に
必
要
な「
御
柱
・

原
村
〜
私
の
好
き
な
原
村
〜
」を

テ
ー
マ
に
し
た
写
真
・
イ
ラ
ス
ト

等
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
を
狙
う〝
ご
当

地
検
定
〞の
原
村
版
で
す
。編
集

委
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ご
当
地
検
定
と
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
お
け
る
歴
史
や
文
化
、

観
光
に
関
す
る
知
識
を
も
つ
人

を
、検
定
試
験
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
認
定
す
る
制
度
で
す
。

募
集
期
間
●

　

平
成
21
年
8
月
31
日
ま
で

応
募
形
式
●

1　

A
5
サ
イ
ズ
以
上

2　

デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
場
合
で

も
可

応
募
方
法
●
氏
名
、住
所
、作
品

タ
イ
ト
ル
を
明
記
の
上
、応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
●
ご
応
募
さ
れ
た
作
品

の
中
で
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
な
い
、

入
賞
さ
れ
た
出
品
者
に
は
、御
柱

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
1
泊
2
日

2
名
様
3
組
な
ど
を
贈
呈
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

村
づ
く
り
戦
略
推
進
室　

村

づ
く
り
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
２（
直
通
）

　

原
村
で
は
、空
き
家
を
有
効
利

用
し
た
都
市
住
民
と
の
交
流
や

団
塊
の
世
代
等
の
定
住
対
策
、地

域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、空
き

家
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

村
内
で
空
き
家
と
な
っ
た
一
般

住
宅
で
、賃
貸
、売
買
可
能
な
物

件
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

い
た
だ
い
た
情
報
に
つ
い
て

は
、村
が
窓
口
と
な
り
定
住
を
希

望
さ
れ
て
い
る
方
に
情
報
を
お

渡
し
し
ま
す
。

　

な
お
、村
と
し
て
売
買
及
び
賃

貸
な
ど
の
仲
介
は
行
わ
ず
、情
報

を
提
供
す
る
の
み
と
な
り
ま
す
の

で
、契
約
な
ど
に
つ
い
て
は
当
事

者
間
で
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

空
き
家
情
報
の
提
供
事
項
●

　

１　

物
件
の
所
在
地

　

２　

物
件
の
所
有
者

　
　
　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

　

３　

物
件
の
管
理
者
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号（
物
件
管
理
者
が

所
有
者
と
同
じ
場
合
は
１
、２
の

み
）

　

４　

そ
の
他
物
件
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、情
報
提
供
後
お
尋
ね
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●
村
づ
く
り
戦

略
推
進
室　

村
づ
く
り
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
２（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　

第
５
回
日
赤
病
院
祭

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-7940］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、５/29

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日

■もみの湯［☎74-2911］
5/20、6/3

5月 6月

M a y  t o  J u n e

15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15

空
き
家
・
古
民
家
を

有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

募　

集

イ
ベ
ン
ト

御
柱
・
原
村
検
定

第
25
回
八
ヶ
岳

（

阿
弥
陀
岳
）

開
山
祭

　

◆
経
過
と
目
的

　

様
々
な
技
術
の
進
歩
か
ら
非

常
に
便
利
に
な
っ
た
二
十
一
世

紀
で
す
が
、地
方
の
公
共
交
通

に
限
っ
て
み
れ
ば
、
む
し
ろ

年
々
不
便
さ
を
増
す
状
況
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

村
の
第
四
次
総
合
計
画
策

定
に
向
け

平
成
十
七

年
四
月
に

行
っ
た
原

村
在
住
の

十
八
歳
以

上
の
男
女

千
人
を
対

象
に
原
村

の
住
民
サ

ー
ビ
ス
や

生
活
環
境
に
つ
い
て
の
満
足
度

を
調
査
し
た
結
果
「
や
や
不

満
」「
不
満
」と
い
う
回
答
の
合

計
が
一
番
多
か
っ
た
の
が
「
バ

ス
・
鉄
道
な
ど
公
共
交
通
機
関

が
利
用
し
や
す
い
」で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、役
場
職
員
ら
に

よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検
討
を

重
ね
、昨
年
度
は
法
政
大
学
と

の
連
携
事
業
で
も
公
共
交
通
を

テ
ー
マ
に
提
案
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

昨
年
七
月
に
諏
訪
バ
ス
株
式

会
社
か
ら
不
採
算
バ
ス
路
線
の

見
直
し
に
つ
い
て
の
協
議
を
受

け
公
共
交
通
の
検
討
は
喫
緊
の

課
題
と
な
り
ま
し
た
。

▼
今
年
二
月
原
村
公
共
交
通

　
　

あ
り
方
検
討
会
議
設
置

　

住
民
の
み
な
さ
ん
及
び
原
村

を
訪
れ
る
み

な
さ
ん
の
移

動
手
段
の
確

保
等
、村
内
に

お
け
る
公
共

交
通
の
あ
り

方
を
、二
酸
化

炭
素
削
減
に

よ
る
環
境
の

村
づ
く
り
と

い
う
視
点
を

も
合
わ
せ
な

が
ら
検
討
す

る
た
め
原
村

公
共
交
通
あ

り
方
検
討
会

議
を
今
年
二

月
に
設
置
し

ま
し
た
。
検

討
会
議
の
メ

ン
バ
ー
は
、

「
各
区
等
の

代
表
者
」「
公
共
交
通
の
利
用

者
」「
関
係
す
る
各
種
団
体
等
の

代
表
者
」「
公
共
交
通
事
業
者
」

「
関
係
行
政
機
関
」の
う
ち
か
ら

必
要
な
方
を
村
長
が
依
頼
し

て
い
ま
す
。こ
れ
は
国
の
補
助
金

を
受
け
茅
野
市
と
合
同
で
地

域
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
協

議
す
る「
茅
野
市
・
原
村
地
域

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
」に

向
け
て
原
村
側
の
事
情
を
出
し

あ
い
、村
か
ら
の
提
案
を
ま
と

め
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

▼
茅
野
市
と

協
議
会
設
置

　

今
年
度
は
、

国
の
支
援
を

受
け
る
中
で
、

地
域
の
交
通

の
実
態
調
査

や
、
問
題
点
・

課
題
を
検
討

し
、先
進
事
例

を
踏
ま
え
つ

つ
、運
行
経
路

や
運
行
形
態

の
検
討
や
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行

い
、来
年
度
か

ら
実
証
運
行

す
る
す
る
た

め
の「
連
携
計

　

今
年
度
村
で
は
、
地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
原
村
に
ふ
さ

わ
し
い
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
年
末
を

目
途
に
方
向
付
け
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
う
あ
っ
た
ら
乗
り
た
い
と
い
う
公
共
交
通
の
案
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
提
案
く
だ
さ
い
。

画
」を
策
定
し
ま
す
。

　
「
連
携
計
画
」の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点

や
公
共
交
通
の
利
用
促
進
策
も

含
め
、将
来
に
わ
た
っ
た
公
共

交
通
の
あ
り
方
を「
現
状
を
白

紙
に
し
た
状
況
」か
ら
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

茅
野
市
・
原
村
と
も
に
単
に

移
動
手
段
と
し
て
の
公
共
交
通

で
な
く
、ま
ち
づ
く
り
の
視
点

も
担
う
も
の
と
し
、さ
ら
に
地

球
環
境
に
対
す
る
責
任
も
意
識

し
た
公
共
交
通
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

原
村
に
ふ
さ
わ
し
い

　

公
共
交
通
の
あ
り
方

 
年
末
を
目
途
に
方
向
付
け
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☎
０
２
６
３
‐
５
８
‐
２
９
０
５

【
初
級
コ
ー
ス
】　

全
21
回

　

7
月
1
日
〜
9
月
11
日　

　

毎
週
２
回
水
金

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

【
中
級
コ
ー
ス
】　

全
21
回

　

6
月
30
日 

〜 

9
月
10
日　

　

毎
週
２
回
火
木

　

午
後
12
時
50
分
〜
午
後
３
時
20
分

【
検
定
受
験
コ
ー
ス
】　

全
21
回

　

6
月
30
日
〜
9
月
10
日　

　

毎
週
２
回
火
木　

　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

【
デ
ジ
カ
メ
水
曜
コ
ー
ス
】全
10
回

　

7
月
1
日
〜
9
月
2
日

　

毎
週
１
回
水　
　

　

午
後
12
時
50
分
〜
午
後
３
時
20
分 

【
デ
ジ
カ
メ
金
曜
コ
ー
ス
】全
10
回

　

6
月
26
日
〜
9
月
4
日

　

毎
週
１
回
金

　

午
後
12
時
50
分
〜
午
後
３
時
20
分 

【
夜
間
初
級
コ
ー
ス
】　

全
10
回

　

12
月
9
日
〜
2
月
24
日　
　

　

毎
週
１
回
火

　

午
後
6
時
〜
午
後
8
時
45
分

【
建
築
C
A
D
コ
ー
ス
】　

　

8
〜
10
月
火

　

午
後
６
時
〜
午
後
９
時

【
機
械
C
A
D
コ
ー
ス
】　

　

7
〜
9
月
土

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

定
員
●　

各
コ
ー
ス　

15
名

受
講
料
●

　

全
21
回　

３
０
，０
０
０
円

　

全
10
回　

１
５
，０
０
０
円

※
お
申
込
み
の
際
に
い
た
だ
き

ま
す
。C
A
D
は
別
料
金
で
す
。

試
験
●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
能
検
定

試
験
は
、9
月
13
日
日 

当
校
で

受
験
で
き
ま
す
。

受
付
●
6
月
2
日
火　
　
　
　

　

午
前
8
時
30
分
よ
り
先
着
順

問
い
合
わ
せ
先
●
諏
訪
高
等
職

業
訓
練
校

諏
訪
市
湯
の
脇
２
丁
目
11
番
19
号

　

☎
５
２
‐
４
３
０
６

　　

６
月
１
日
月
は
、平
成
21
年
度

の
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す
。

　

自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現

在
で
自
動
車（
軽
自
動
車
、二
輪

車
を
除
く
）を
お
持
ち
の
方
に
納

め
て
い
た
だ
く
県
税
で
す
。

　

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
お
よ
び
諏
訪
地
方
事
務
所
税

務
課
で
納
付
で
き
ま
す
。

　

な
お
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
休
日
納
税
窓
口
・
夜
間
納
税
窓

口
は
左
記
の
日
時
の
み
開
設
し
ま

す
の
で
、是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

休
日
窓
口
●

５
月
30
日
土
・
31
日
日

　　

霧
ヶ
峰
自
然
環
境
保
全
協
議

会
で
は
、霧
ヶ
峰
で
今
後
統
一
的

に
使
用
し
て
い
く
た
め
の
ロ
ゴ
デ

ザ
イ
ン
を
募
集
し
て
い
ま
す
。採

用
作
品
は
、平
成
21
年
度
に
構
築

す
る
霧
ヶ
峰
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

や
、霧
ヶ
峰
を
Ｐ
Ｒ
す
る
各
種
印

刷
物
等
に
使
用
す
る
ほ
か
、霧
ヶ

峰
で
今
後
設
置
・
整
備
を
行
う
案

内
板
や
看
板
等
に
統
一
的
に
使

用
す
る
な
ど
、霧
ヶ
峰
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
に
広
く
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

応
募
内
容
●

　

霧
ヶ
峰
を
象
徴
し
、ひ
と
目
で

霧
ヶ
峰
と
わ
か
る
親
し
み
や
す
い

ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

１
ロ
ゴ
は
文
字「
霧
ヶ
峰
」と　

　

絵（
図
柄
）の
組
み
合
わ
せ
と

　

し
ま
す
。

２「
霧
ヶ
峰
」と
い
う
表
記
は
、漢

　

字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
・　

　

ロ
ー
マ
字
の
い
ず
れ
か
を
使
用

　

ま
た
は
混
用
が
可
能
で
す
。

３
作
品
は
カ
ラ
ー
・
単
色
の
い
ず

　

れ
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。　

応
募
資
格
●
問
い
ま
せ
ん
。た
だ

し
応
募
作
品
は
、未
発
表
か
つ
自

作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法
●

郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

※
応
募
要
項
・
応
募
用
紙
は
長

野
県
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
締
切
り
●
６
月
８
日
月

そ
の
他
●

・
応
募
作
品
は
返
却
致
し
ま
せ
ん
。

・
採
用
作
品
の
著
作
権
等
の
一
切

の
権
利
は
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
環

境
保
全
協
議
会
へ
帰
属
す
る
も

の
と
し
、採
用
作
品
の
発
表
は
11

月
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

○
霧
ヶ
峰
自
然
保
護
環
境
保
全

　

協
議
会
事
務
局

　

☎
５
３
‐
６
０
０
０

平
成
21
年
７
月
生
募
集
科
目

テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科

　
　
　
　
　
　
　
　
　

36
名

金
属
加
工
科

（
39
歳
ま
で
の
方
）　

20
名

電
気
整
備
科　
　
　
　

20
名

訓
練
時
間
●

午
前
９
時
25
分
〜
午
後
３
時
40
分

訓
練
期
間
●　
（
６
ヶ
月
訓
練
）

７
月
２
日
木
〜
12
月
24
日
木
ま
で

受
講
料
●
無
料
（
教
科
書
代　

１
万
円
実
費
と
な
り
ま
す
）

申
込
期
限
●
６
月
１
日
月

問
い
合
わ
せ
先
●

　

松
本
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
松
本
）

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／５月22日（金）、６月５日（金）
　　　　６月12日（金）午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／６月７日（日）  
　　　　午後１時30分～午後６時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員、五味勇吉相談員

国民年金出張相談会　問☎23-3661
◇日時／５月27日（水）、６月10日（水）
　　　　午前10時～午後３時30分
◇場所／茅野商工会議所４階
◆日時／６月３日（水）
　　　　午前10時～午後３時30分
◆場所／富士見町役場
◇◆担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／土曜日・日曜日・祝日・第３火曜日以外
　　　　午前10時～午後６時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／６月10日（水）午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の税理士

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／６月11日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所の
　　　　交通事故相談員

お
知
ら
せ

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

夜
間
窓
口
●　

    

５
月
28
日
木　

５
月
29
日
金

　

６
月
１
日
月　

午
後
７
時
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
●

諏
訪
地
方
事
務
所
税
務
課

　

☎
５
７
‐
２
９
０
５

　
社
会
体
育
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
少
年
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
15
金　

○
５
／
22
金

　

○
５
／
29
金　

○
６
／
５
金

　

○
６
／
12
金　

　
　

午
後
６
時
30
分

■
少
年
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

○
５
／
16
土　

○
５
／
23
土

　

○
５
／
30
土　

○
６
／
６
土

　
　

午
後
６
時

■
春
季
陸
上
記
録
会

　

○
５
／
16
土　

午
前
８
時
30
分

　
　

中
学
校
校
庭　

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
５
／
23
土　

○
６
／
13
土

　
　

正
午
〜
午
後
５
時

■
利
用
者
会
議

　

○
６
／
８
月　

　
　

午
後
７
時
30
分

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
11
木　

午
前
８
時

　
　

弓
振
農
村
広
場

■
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

○
６
／
13
土　

午
前
８
時
10
分

　
　

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

■
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

○
６
／
13
土　

午
後
７
時

　
中
央
公
民
館

　
　
　
　

☎
7
9
‐
7
9
4
0

■
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
習

　

午
後
１
時
30
分

　

③
５
／
15
金　

④
５
／
20
水

　

⑤
５
／
22
金　

⑥
５
／
25
月

　

午
後
７
時　

　

①
６
／
８
月　

②
６
／
10
水

　

③
６
／
12
金　

④
６
／
15
月

■
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
教
室

　

②
５
／
18
月　

午
後
1
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
30
分

■
ふ
れ
あ
い
学
級

　

②
５
／
19
火　

午
後
1
時
15
分

■
あ
ひ
る
ク
ラ
ブ

　

②
５
／
21
木　

午
前
10
時

■
お
煎
茶
教
室

　

③
５
／
25
月　

④
６
／
８
月

　

午
後
７
時

■
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

　

○
５
／
27
水　

午
後
１
〜
8
時

■
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
教
室

　

②
５
／
28
木　
午
後
1
時
30
分

■
ジ
ュ
ニ
ア
教
室

　

①
５
／
30
土　

午
前
９
時
30
分

霧
ヶ
峰
の
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン

を
募
集
し
ま
す

長野県諏訪地方事務所税務課＿メールアドレス
suwachi-zeimu@pref.nagano.jp

パ
ソ
コ
ン
受
講
生
募
集
!!

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ

納
付
が
可
能

募　

集

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、5／29（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

長野県霧ヶ峰自然保護ホームページ＿アドレス
http://www.lcv.ne.jp/̃kirivc/kirigamine.htm

★ボランティアグループ

　「みちくさ」による
         　紙芝居
日時／5月30日土
　午前10時30分～
場所／原村図書館２階
内容／紙芝居

★図書館まつり 
日時／

6月13日土、14日
楽しい催し物を計画して
います。詳細は図書館ま
つりのチラシをご覧くだ
さい。

★子どもとしょかん
　ボランティア募集
図書館まつりやおはなし
会などで、お手伝いをし
てくれる小中学生を募集
しています。興味のある
方は図書館までご連絡く
ださい。

ステップ
重松清（中央公論社）

結婚３年目。妻が亡くなった。の
こされた僕らの、新しい生活。
泣いて笑って少しずつ前へ。
一緒に成長する「パパと娘」季
節のうつろいとともに描く。「中
央公論」連載「恋まで、あと三
歩」を改題し書籍化。

ゆうとりあ
熊谷達也（文藝春秋）

動的平衡
福岡伸一（木楽社）

第二の人生、あなたならどうし
ます？田舎暮らし？蕎麦打ち？
バンド活動･･･定年を迎えた佐
竹は、妻と理想郷「ゆうとり
あ」に移住するが。「非会社員
生活」の理想と現実をコミカル
に描く。

生命とは、絶え間ない流れのな
かにある動的なものである。哲
学する分子生物学者・福岡伸一
が問う生命のなりたち、ふるま
い、ありよう。10年におよぶ論考
をすべて収録「生命の流れ」を流
麗な文体で綴る。

時代の声、史料の声
吉村昭（河出書房新社）

ボクシングにのめりこんで取材
した日々や、東京の戦前、戦中、
戦後に至るさまざまな記録。小
説とノンフィクションの関係を
語りながら、たしかな体験を記
述し続けた作家の、貴重な時代
の証言集。

シジュウカラ　庭にくる小鳥
嶋田忠　文・写真（新日本出版社）

冬、庭で器用にえさを食べる姿
や、春の巣づくり、子育て、ひ
な達の成長、巣立ちの様子な
ど、日本全国で見られる身近な
小鳥シジュウカラの１年間を貴
重な写真で追う。

大きな木のような人
いせひでこ（講談社）

その木は、なにも語らない。でも、
たくさんの物語を知っている。人は
みな心の中に、１本の木を持ってい
る。パリの植物園で花を引き抜いて
しまった少女に植物学者はひまわり
の種を与えた。それ以来、少女の心
に小さな芽が育ちはじめる。
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第
１
０
７
回「
村
長
と
話
し
合

う
日
」を
行
い
ま
す
。希
望
者
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
５
月

　18　
日
月

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ

そ
事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合

の
つ
く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

　

５
月
18
日
月
〜
24
日
日
は
、

春
の
行
政
相
談
週
間
で
す
。
行
政

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な

ど
を
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
聞

き
し
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
目
指

す
制
度
に
「
行
政
相
談
」
が
あ
り

ま
す
。
行
政
相
談
委
員
は
、
総
務

  

保
育
所
や
幼
稚
園
へ
入
園
す
る

前
の
お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や

保
護
者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
と

し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。図
書
館

２
階
の
会
議
室
で
開
設
し
て
い

ま
す
。担
当
者
が
子
育
て
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
の
で
、ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
６
月
の
開
設
日 

　

２
日
火
、
４
日
木
、
５
日
金
、

　

９
日
火
、
11
日
木
、
12
日
金
、

　

16
日
火
、
18
日
木
、
19
日
金
、

　

23
日
火
、
25
日
木
、
30
日
火

■
開
設
時
間

　

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

※
交
流
サ
ロ
ン
：
原
村
保
育
所
の

お
に
い
さ
ん
、
お
ね
え
さ
ん
と
交

流
で
き
ま
す
。

　

5
月
29
日
金　

午
前
10
時
〜
正
午
ま
で

　

保
育
所
リ
ズ
ム
室

大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
住
民
と

行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
身
近
な
問
題
解
決
の

た
め
に
行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
開
設
日
時
／
５
月
22
日
金　

　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
予
約
は
、
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
場
所
／
中
央
公
民
館　

和
室

■
相
談
内
容

　

役
所（
国
･
県
･
村
等
）の
仕

事
や
対
応
で
困
っ
て
い
る
こ
と
・

納
得
い
か
な
い
こ
と
・
要
望
し
た

い
こ
と
・
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。親
身
に
な
っ
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
た
と
え
ば
、年

金
・
医
療
保
険
・
交
通
安
全
・
道

路
・
環
境
衛
生
・
郵
便
・
登
記
事

務
な
ど
）

※
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
相
談
員 

原
村
行
政
相
談
委
員　

鎌
倉
隆

保

　　

諏
訪
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

と
長
野
地
方
法
務
局
諏
訪
支
局

で
は
、
人
権
擁
護
活
動
の
一
環
と

し
て
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

　
「
い
じ
め
」
「
体
罰
」
「
不
登

校
」「
虐
待
」
な
ど
子
ど
も
に
か

か
わ
る
問
題
「
セ
ク
ハ
ラ
」「
ス

ト
ー
カ
ー
」「
性
的
差
別
」
な
ど

の
女
性
問
題
「
親
子
・
親
族
」

「
近
隣
」
「
村
八
分
」
「
同
和
問

題
」
「
境
界
」
「
借
地
・
借
家
」

「
相
続
」
等
の
問
題
そ
の
他
ど
こ

に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い

問
題
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
が
、
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時　

５
月
29
日
金

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

中
央
公
民
館　

和
室

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

むらのかかりつけ医のコーナーは掲載おやすみ中

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
　　　　　　 ★災害時連絡先
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940　中央公民館 
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442
　　　　　　 ★災害時連絡先

　　　　
　
　　

｝

問
住
民
財
務
課
住
民
係

　

☎
79
‐
7
9
2
7
（
直
通
）

定
額
給
付
金
の
申
請

期
限
は
9
月
25
日
で
す

子
育
て
サ
ロ
ン
開
設

村長交際費を村ホームページにて公開中　☆村ホームページトップページ　　　　　　　　　　　　 原村の紹介広場  ⇒ 村長室へようこそ ⇒ 村長交際費の公表

村
長
と
話
し
合
う
日

問
・
■
■
■
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

申
込
先

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

春
の
行
政
相
談
週
間

　　

村
で
は
定
額
給
付
金
の
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

す
で
に
申
請
書
を
提
出
さ
れ

た
方
へ
は
随
時
給
付
を
開
始
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
に
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

 

申
請
の
受
付
は
、
９
月
25
日
金

ま
で
で
す
。

 

な
お
、
期
限
ま
で
に
申
請
が
行

わ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
定
額
給

付
金
の
受
給
を
辞
退
し
た
も
の

と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
忘
れ

の
な
い
よ
う
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
申
請
書
の
記
入
内
容
に

誤
り
等
が
あ
り
ま
す
と
、
給
付
時

期
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　　

平
成
22
年
度
採
用
予
定
の
原

村
職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
職
種
・
受
験
資
格

一
般
職
（
保
健
師
・
保
育
士
）

保
健
師
上
級
（
大
学
卒
業
程
度
）

保
育
士
中
級
（
短
大
卒
業
程
度
）

■
受
験
資
格
／
中
級
・
上
級
と
も

昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
。（
保
健
師
を
希
望
す

る
方
は
、
保
健
師
の
免
許
を
有
す

る
（
平
成
22
年
春
免
許
取
得
見

込
み
）
者

（
保
育
士
を
希
望
す
る
方
は
、
保

育
士
の
資
格
を
有
す
る
（
平
成
22

年
春
資
格
取
得
見
込
み
）
者

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
試
験
日　

７
月
26
日
日

■
試
験
会
場　
　

原
村
役
場

■
願
書
受
付
期
間

　

6
月
1
日
月
か
ら
6
月
15
日
月

（
必
着
）　

■
そ
の
他　

原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
受
験
案
内
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
村
づ
く
り
戦
略
推
進
室
企
画
係

　

☎
79
‐
7
9
4
2
（
直
通
）

問
総
務
課
総
務
係

　

☎
79
‐
2
1
1
1（
内
線
２
３
１
）

特
設
人
権
相
談

問
住
民
財
務
課
住
民
係

　

☎
79
‐
7
9
2
7
（
直
通
）

役
場
職
員
を
募
集

　

異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め
、国
際
社

会
に
貢
献
す
る
豊
か
な
人
間
形
成
づ
く
り
や
国
際
感

覚
豊
か
な
人
材
を
育
成
す
る
事
を
目
的
に
、友
好
都

市
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
プ
ケ
コ
ヘ
区
に
原
中
学
校
の
生

徒
10
人
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
19
日
か
ら
始
ま
っ
た
12
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
、ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ほ
か
、自
然
体
験
が
で
き
る
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
牧
場
や
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
の
見
学
、ワ
イ

ト
モ
洞
窟
や
国
鳥
で
も
あ
り
希
少
動
物
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
キ
ウ
イ
バ
ー
ド
の
動
物
園「
キ
ウ
イ
バ
ー
ド
園
」

な
ど
も
訪
れ
見
聞
を
広
め
ま
し
た
。

　

　

派
遣
生
徒
代
表
の
宮
坂
智
彦
君
は
、会
話
に
つ
い
て

「
最
初
、話
す
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
と
て
も
つ
い
て
い
け

な
か
っ
た
け
ど
、時
間
と
と
も
に
耳
が
な
れ
、普
通
の

ス
ピ
ー
ド
で
も
聞
き
取
れ
る
よ
う
に
な
り
、相
手
の
質

問
に
も
し
っ
か
り
と
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
う
ま
く
取
る
に
は
、自
分

か
ら
や
ろ
う
と
す
る
意
思
が
最
も
重
要
だ
と
わ
か
り

ま
し
た
」と
、日
本
語
を
使
わ
な
く
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た
こ
と
で
自
分
は
大
き
な
一
歩
を
踏

み
出
せ
た
と
い
う〝
喜
び
の
報
告
〞を
し
ま
し
た
。

　

30
日
、派
遣
生
徒
全
員
は
元
気
に
帰
国
し
、原
村
に

到
着
し
た
姿
は
今
ま
で
以
上
に
大
き
く
成
長
し
た
様

子
で
し
た
。

森山正人 時田源夫 鎌倉美紀子 秋山長雄

第
12
回 

中
学
生
海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

平
成
21
年
３
月
19
日
〜
30
日

プケコヘインターメディエートスクールの
授業へ参加している様子

原中学校の生徒対プケコヘの生徒でクリケットや
綱引きの試合が行われ、交流が深まりました



■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定箇所に出して下さい。

可燃ごみ 毎週火・金曜日
各地区　指定箇所

資源物

 6月11日（木）

粗大ごみ

 6月1日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場

▲

午前7：30～午前10：30

 6月8日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 6月15日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 6月22日（月） 判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 5月23日（土）

■焼却ごみ収集量および可燃系資源物回収量

2009年3月
3月までの累計

焼却ごみ収集量
    86,240 ㎏ 
 1,059,020 ㎏ 

前年度比
122.02%
106.22%

可燃系資源物回収量
   25,867 ㎏ 
 319,114 ㎏

前年度比
84.10%
88.79%

■今月の納税等
・国民健康保険税（普通徴収２期）
・軽自動車税（全期）
・上・下水道使用料（３・４月分）
・介護保険料（普通徴収２期）
納期限・口座振替日……６月１日（月）

■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・5月19日 ・5月26日 ・6月2日 ・6月9日

■人の動き
・人口 7,820人 （＋28）　   転入65
・男 3,887人 （＋11）　   転出36
・女 3,933人 （＋17）　   出生6
・世帯数 2,806世帯 （＋32）　    死亡7

平成21年4月末現在。（　）内は先月比。

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっています。

■上水道当番指定店
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5月10日（日）～5月16日（土）
5月17日（日）～5月23日（土）
5月24日（日）～5月30日（土）
5月31日（日）～6月6日（土）
6月7日（日）～6月13日（土）
6月14日（日）～6月20日（土）

㈲篠原鉄工建設
㈱宮坂建設
共栄管工㈱
㈱キタハラ
㈱有賀水道
南部建設㈱

☎79-2421
☎79-2536
☎79-5254
☎72-7418
☎72-4017
☎79-5720

毎週水曜日

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●5月19日、5月26日、6月2日、6月9日
　》時間：午後1：30～　　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課 健康づくり係
　　　　　　　　　  ☎79-7703（直通）

●1班 ５月26日（火）、６月９日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 ５月19日（火）、６月２日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

5月17日日

期　日 医　科 薬　局
桜井内科医院
☎72-6010

オギノショッピングセンターフジモリ薬局
☎71-2578

5月24日日 八ヶ岳診療所
☎79-7001

フジモリ薬局原店
☎79-5751

5月31日日 原村診療所
☎79-2716

フジモリ薬局原店
☎79-5751

6月7日日 けやき薬局
☎82-2864

6月14日日

平出クリニック
☎72-1661

けやき薬局
☎82-2864

往診クリニックちの
☎82-4104

■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能
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原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

　

日
に
日
に
暖
か
さ
が
増
し
、と
て
も
穏
や
か
な
季
節
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。新
年
度
が
始
ま
っ
て
１
ヶ
月
が
過
ぎ
、
ご
家
族
の
な

か
に
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
方
も
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。　

　

毎
年
こ
の
時
期
に
、
な
ん
だ
か
体
が
だ
る
く
な
る
、
気

分
が
落
ち
込
む
、や
る
気
が
出
な
い
な
ど
不
調
を
訴
え
る

人
が
多
く
い
ま
す
。俗
に
い
う
〝 

五
月
病 

〞
と
い
わ
れ

る
も
の
で
、新
し
い
環
境
や
慣
れ
な
い
生
活
の
な
か
で
の

緊
張
感
が
ひ
と
段
落
し
、自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に

溜
め
込
ん
で
い
た
ス
ト
レ
ス
が
症
状
と
し
て
現
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
わ
ら
れ
た
場
合
は
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
。

　

も
っ
と
も
良
い
方
法
は
、無
理
せ
ず
静
養
す
る
こ
と
で

す
。み
な
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
の
対
処
法
を
お
持
ち
で
す

か
？
あ
る
調
査
で
は
、
女
性
で
は
、
家
族
や
友
人
に
話
し

を
聞
い
て
も
ら
う
人
が
最
も
多
く
、
男
性
で
は
、
趣
味
を

楽
し
む
人
が
多
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。し
か

し
、
ス
ト
レ
ス
は
自
分
で
は
気
づ
か
な
い
場
合
も
多
く
、

ま
わ
り
の
家
族
が
気
づ
い
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

家
族
が
疲
れ
て
い
る
か
な
？
と
感
じ
た
ら
、
声
を
掛
け
、

無
理
を
し
過
ぎ
て
な
い
か
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。ま

た
、不
眠
、頭
痛
、め
ま
い
等
症
状
が
身
体
的
に
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、早
め
に
専
門
機
関
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。村
で
も
、
６
月
に
精
神
保
健
相
談
会
を
実
施

し
ま
す
。一
人
で
、
ま
た
は
家
族
だ
け
で
問
題
を
抱
え
込

み
過
ぎ
な
い
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。

　

忙
し
い
か
な
？
と
感
じ
た
ら
、今
の
生
活
を
ふ
と
立
ち

止
ま
っ
て
振
り
返
り
、自
分
自
身
の
心
と
向
か
い
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師
・
松
澤
利
子
）

実施日・受付時間種　別 対象者場所
5月

6月

原村診療所

　　　　　　
野菜がたっぷり摂れる棒々鶏ソースが絶品なサラダです。野
菜は季節に合わせてかえてもいいですね♪

棒々鶏サラダレシピ49★材料（６人分）
鶏ささみ.......３本
塩.................少々
こしょう.......少々
酒.................大さじ３
きゅうり.......１本
もやし..........200g
トマト..........１個
マヨネーズ...大さじ４
めんつゆ......大さじ１
酢.................大さじ１
砂糖.............小さじ２
すりゴマ.......大さじ４強
おろし生姜...小さじ１
ラー油..........少々

☆つくりかた

①ささ身は耐熱容器に重ならないようにのせ、塩・こしょう・お酒をふ
る。ラップをフワッとかけ、電子レンジに２分～２分30秒間かける。途
中、ささ身の上下を返し、中まで火を通す。電子レンジから取り出し、あ
ら熱を取って食べやすい大きさに裂く。
②きゅうりは千切りにする。もやしはさっと茹で、水気を切っておく。トマ
トは薄く、半月切り。
③お皿にトマトを並べ、その上へもやしを敷き、きゅうり、ささみの順
に盛り付ける。
④Ａをまぜてソースを作り、上からかける。

午後１：00～午後１：15 H19年10月11月生保健センター２階1 才 半 健 診
午後１：15～午後１：30   地域福祉センターポ リ オ
午後１：00～午後1：15

0～

地域福祉センター母親学級前期コース②

午後1：00～午後1：15 保健センター２階２ 歳 半 歯 科 健 診

午後１：15～午後１：30

午前8：30～午前11：00
午後1：00～午後3：00

地域福祉センターヘルススクリーニング

７才半～H20年12月生

希望者（要予約）

H18年９､10､11月生

希望者（要予約）

15日金

18日月

22日金

27日水

25日月

2日火～
５日金

三 種 混 合 地域福祉センター ７歳半～H20年10月生

午後1：00～午後1：15 保健センター２階乳 児 検 診 H20年７、10月、H21年１月生26日火

午後1：15～午後1：30 地域福祉センターＢ Ｃ Ｇ   H21年２月生１日月

午後１：30～ 保健センター２階母 乳 学 級 希望者（要予約）28日木

午前9：30～午前11：00 保健センター２階育 児 相 談

中央公民館離乳食教室11・12ヶ月コース
希望者（要予約）９日火

11日木

午後１：00～午後１：15 H19年３、４、５月生保健センター２階2 歳 児 歯 科 健 診
午後１：15～午後１：30 地域福祉センター母親学級後期コース
午後１：00～午後3：00 保健センター２階健 康 相 談

希望者（要予約）

希望者（要予約）

12日金

13日土

15日月

午前9：45～午前10：00 H20年６、７月生

Ａ

〝
五
月
病
〞
あ
な
た
は
大
丈
夫
？

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付 1：30～
　　  4：45
 診療 2：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
休診

健康相談
（担当 看護師）

安藤公二
第①午後2～3時
漢方外来
長坂和彦
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日達子男原村消防団長に精績章を伝達

勝亦久さん御柱のミニチュア寄贈

県営圃場整備事業竣工記念式典
原村西部地区

ほ

保育所とこひつじ幼稚園で入園式

小学校・中学校で入学式

消防団幹部役員引継式

親子でキノコの菌打ちを体験

　平成５年に事業を採択後、着工した県営圃場整備事業原

村西部地区は、平成20年度末に全ての事業が完了し、２月

23日には原村と原村西部地区実行委員会により竣工記念式

典が行われました。

　事業の対象となった村西部の室内、菖蒲沢、柏木地区は

標高900メートル前後の水田と畑地帯で、当時、農地は不整

形で狭く、道水路も未整備だったため収穫物の搬出や水管

理に不便な農地でした。この事業で完成した圃場は、効率的

で作業しやすい優良農地へと生まれ変わりました。

　式典で清水村長は「村のシンボル的事業が完成したこと

は祝福すべきことです。国や県の協力もあって今日を迎えら

れました。農業生産を大きく改善させる圃場が完成した一方、

中には放棄されている圃場があったり、農業者が高齢化し

たり新たな課題が生じています。皆さんのご尽力をお願いし

たい」とあいさつしました。

田畑の受益面積 136ヘクタール／総事業費 30億7,200万円

　３月31日には、役場講堂で原村消防団幹部役員引継ぎ式

が行われました。式には班長以上の新旧幹部役員62名が出

席し、分団長、ラッパ長以上の幹部に日達団長から任命書

が手渡されました。不在となっていた副団長には小林正喜

さんが任命され、「歴史ある原村消防団の一員となった今、

防火、防犯、治安維持に努め村民が安全で安心できるよう

務める覚悟です」と挨拶しました。

　なお、平成21年度の幹部役員は次のとおりです。

・団　　長　　日達　子男　・副 団 長　　小林　正喜

・第一分団　　　　　　　　・第二分団

　　分団長　　宮坂　敏正　　　分団長　　堀内　邦徳

　　副分団長　真道　文人　　　副分団長　野明　昭平

・第三分団　　　　　　　　・第四分団

　　分団長　　時田　一弘　　　分団長　　中村　武彦

　　副分団長　篠原　清　　　　副分団長　篠原佐斗次

・ラッパ長　　芳澤　和則　・副ラッパ長　篠原　英利

　３月28日村民の森で村民の森づくり専門部会主催の、キ

ノコの菌打ち体験を実施しました。親子連れが多く参加し、

「初めて金づちを持った」という子どもも、熱心に菌打ちを

していました。

　クリタケの菌を打ち込む木は「緑の雇用担い手対策事

業」などで切り倒されたからまつ約150本を１メートルぐら

いに部会員が切って

用意しました。帰り際、

参加した方は、持ち

帰ってからどのように

管理すれば良いかな

どを尋ねていました。

順調に成長すれば、

来年の10月か11月に

発 生 して 来 る そ う

で・・・とても待ち遠

しいですね。

　今年は７月頃、森

の観察会を、秋には

木材でのテーブルづ

くりを行いたいと、桑

折清専門部会長が話

をしていました。

　４月３日には、原小・中学校でそれぞれ入学式が行なわれ

ました。

　今年度は、小学校69名、中学校62名が入学し、保護者や

在校生が見守る中、新しい学校生活のスタートをきりました。

小学校では、元気よく入学式に出席した新一年生に、脇坂

隆夫校長先生は「おはようございますのあいさつと一緒に

元気いっぱいに小学校に来てください」と呼び掛けました。

また式では、今年で29年目になるという商工会からの安全

帽子贈呈が行なわれ、代表で２名の新１年生が、五味光亮商

工会長に真新しい安全帽子を被せてもらいました。

　今年２月に、日達子男原村消防団長が財団法人日本消防協

会から精績章を授章し、伝達式が３月12日に行われました。

　日達団長は原村消防団に勤続し17年以上となります。

　精績章を受け、日達団長は「団員全員の功績と肝に銘じ、

飾らせていただきます」と述べていました。

　原村保育所、こひつじ幼稚園で入園式が行なわれました。

原村保育所には67名、こひつじ幼稚園には11名が新たに入

園しました。原村保育所では、保育所の門で写真を撮る保護

者の姿が見られ、子どもの成長を喜んでいました。式では、

保育士が保育所生活の１日を表現した楽しい劇を披露し、新

入園児を楽しませていました。

　またこひつじ幼稚園では、保護者や来賓の方々が見守る中、

先生から名前を呼ばれると元気よくハイと返事をしていました。

　やつがね区在住の、クラフト作家の勝亦久さんが役場を訪

れ、来年に御柱を控え、住民や観光客の方に御柱を盛り上げ

ていただきたいということで、御柱のミニチュアを寄贈しま

した。また、勝亦さんは以前にも村に作品（夢爛漫）を寄贈

していただきました。

　今回の作品は、木落しの様子を表したもので、作品の制作

にあたり、前回の御柱では多数の写真を撮り、その時に感じ

た緊張感をリアルに表現したそうです。作品の中の人形ひと

つひとつの動きも細かく表現されています。また、作品の題

字は、勝亦さんの奥さんが、書かれたものです。

　なお、作品は役場ロビーに来年の御柱まで飾られる予定です。


